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調 査 名   

事 業 ・ 工 事 名  東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事

ボ ー リ ン グ 名 孔 2  ( 4 0 ～ 2 1 0 . 3 m ) 調 査 位 置 三 重 県 津 市 安 濃 町 野 口 字 稲 子 7 9 3 - 2 9 3 北 緯 3 4 ﾟ  4 7 '  1 3 . 3 9 "
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調 査 業 者 名
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代 理 人
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記

事

粗粒の花崗閃緑岩。割れ目を中心に
酸化しており、41.0～41.2mでは角礫
化および粘土化が著しい。

粗粒花
崗閃緑
岩

白～
淡青

C III c γ

中粒で等粒状。コアの連続性は良い。
コア表面は薄緑色に変色。

石英閃
緑岩

暗
緑

B I b β

コア長20～40cm程度で棒状。10°程
度の傾斜の弱い面構造を有する。コ
ア表面にごく弱いマサ化があるが、
硬質。

白～
淡黄
土

A II b β

コア表面が弱いマサ化しており、や
や軟質。縦方向の亀裂が入り、周囲
は粘土化。

粗
粒
花
崗
閃
緑
岩

白～
淡茶

C III c γ

片状～棒状コア。コア表面は薄く緑
色に変色しており、局所的に酸化の
影響がある

石英閃
緑岩

暗緑
～青

C III c γ

棒状コア。粗粒花崗閃緑岩や石英の
脈を含む。コア表面は新鮮。

中粒花
崗岩

白 B II b β

細粒～中粒で等粒状、一部斑晶質の
長石が認められる。

石英閃
緑岩

青黒
～灰

C III c γ

棒状コア。有色鉱物の含有量が多く、
やや硬質。一部でコア表面にマサ化
もしくは酸化しており、軟質になる。
46.70～46.85mでは、高角度の亀裂が
入り片状になり、コア表面の酸化が
著しい。

粗粒花
崗閃緑
岩

白～

淡

青

B II c β

中～粗粒で面構造が垂直で強い。花
崗閃緑岩に岩脈状に産していると推
測される。

中粒花
崗岩

白～
淡茶

B II b β 1

棒状コア。酸化の影響が強くやや軟
質。49.3mでは3cm程度の中粒花崗岩
の岩脈が認められる。

白～
淡
茶

C c γ

コア表面の変質は少なく、面構造は
弱い。

白 B

II

β

コア表面のマサ化は認められないも
のの、酸化の影響が強い。一部片状
になる。

白～

赤

褐
色

C III γ

棒状コア。コアの変質少なく硬質。白 B II

b

β

コア表面は赤褐色～緑色に変色。弱
いマサ化も認められ、一部コアの欠
損もあり、やや軟質。

肌色
～緑
灰

C III c γ

上部では、有色鉱物が多く、下位で
は優白質になる。30°程度の傾斜の
割れ目が多い。

白 B II β

棒状～片状コア。高角度の割れ目が
多く、割れ目沿いでは、肌色に変色。

粗

粒

花

崗

閃

緑

岩

白～

薄

肌

C III

b

γ

中～粗粒で2mm程度の石英や長石を含
む。コア表面は硬質であるが、割れ
目周辺では粘土化が認められる。

石英閃
緑岩

暗緑
～灰
黒

B II c γ

コアの連続性は良いが、表面は薄緑
色に変色。3mm程度の斑晶質の長石が
見られ、弱い斑状組織を呈している。

中

粒

花

崗

岩

白～

淡

灰

B I b β

ほぼ石英から形成されている。角礫
状コア。岩片の風化はあまり顕著で
はない。
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イ
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弱いマサ化が見られる。中粒で斑晶
質の長石(3mm程度)を含む。高角度の
割れ目が多く、割れ目周辺では粘土
化。

中

粒

花

崗

岩

灰

白～

淡

緑

C III c γ

コア表面に微細割れ目が入り、弱い
酸化が見られる。下部では優白質に
なる。

粗粒花
崗閃緑
岩

白～

淡
緑

B II b γ

片状～角礫状コア。岩片の風化は強
くなく、粘土化もあまりない。45～
60°の割れ目が多い。

石

英

閃

緑

岩

灰
黒～

淡
青
黒

C IV d β

コア表面には微細割れ目を中心に弱
く酸化しており、やや軟質。

白～

淡
肌

C III c γ

76.60mでは、20cm程度片状コアにな
り、緑色に変色。

77.40mでは、20cm程度片状コアにな
り、緑色に変色。

硬質コア。粗粒で有色鉱物はやや少
ない。局所的に割れ目が多く片状に
なる。

白～

淡

緑

II β

5～20cm程度の棒状コア。微細割れ目
がやや多い。20～50°の割れ目が多
く入る。

白

B

III

b

γ

角礫状コア。コアの外周が認められ
ない個所が多い。岩片は緑に変色し、
粘土化している個所も多い。

白～
淡緑

IV d δ

10～20cm程度の棒状コア。微細割れ
目が多く、一部で酸化している。

III b

片状～角礫状コア。3～5cm程度の岩
片が多い。

C

IV c

γ

硬質コア。石英が多く、面構造は弱
い。

白～

淡

肌

B II b β

片状～角礫状コア。縦方向の亀裂が
多い。割れ目沿いでは、変質が著し
く一部粘土化している。

白～

淡
緑

C IV c γ

棒状コア、硬質。有色鉱物が少なく、
面構造は弱い。割れ目は40°程度の
傾斜。

90.90mでは、1cm程度の断層破砕帯が
認められる。

白 II

5～20cm程度の棒状コア。有色鉱物は
少ない。割れ目は多い。

III

棒状コア。コア表面は新鮮で硬質。

93.50～93.90mでは、長石の含有量が
増え、白色を呈する。

B

II

β

片状～角礫状コア。岩片は3～8cm程
度。

白～

淡

灰

C IV γ

棒状コア。コア表面は新鮮で硬質。
微細割れ目沿いでは、長石の白色化
が認められ、初生構造を失っている。

粗

粒

花

崗

閃

緑

岩

白 B II

b

β

棒状コア、硬質。不定形もしくは脈
状に優白質岩を包有している。局所
的に10cm程度の破砕帯が生じている。

石

英

閃

緑

岩

青

灰～

灰

黒

B II b β

細～中粒の等粒状花崗岩。石英閃緑
岩を捕獲している。コア表面は新鮮
で硬質。

中

粒

花

崗

岩

白 B II b β

細～中粒、等粒状の優黒質岩。コア
は硬質。中粒花崗岩にシンプルトニ
ック岩脈が認められる。

B II a

角礫状～片状コア。縦方向の亀裂が
入る。岩片は比較的新鮮。

石

英

閃

緑

岩

灰

黒
C IV b

β

コア長が10cm程度の棒状～片状コア、
やや硬質。20°程度の傾斜の割れ目
が多い。

III

棒状コア。微細割れ目がやや多くな
る。
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棒状コア。微細割れ目がやや多くな
る。

閃

緑

岩

肌
II

角礫状コア。コアの外周が認められ
ない個所が多い。岩片は緑色に変色
し、軟質。

淡青
～灰
黒

C IV c γ

棒状コア、硬質。優白質の包有物が
不規則に入る。

B II b

コア長が3～10cm程度の棒状～片状コ
ア。50°程度の割れ目が多い。コア
表面はざらざらしており、弱いマサ
化が認められる。

C III c

β

棒状コア、非常に硬質。割れ目も酸
化や粘土化はなく新鮮。優白質の花
崗岩や花崗閃緑岩を含む。

A a α

117.25mでは、高角度の断層破砕帯が
観察される。

棒状コア、硬質。局所的に無色鉱物
が多く、中粒花崗岩に近い岩相を示
す。高角度の割れ目が多い。
118.75mでは、高角度の断層破砕帯が
観察される。
119.10mでは、高角度の断層破砕帯が
観察される。

石

英

閃

緑

岩
灰

黒

B

II

b β

棒状コア、硬質。コア表面は淡緑色
を呈しており、有色鉱物の変質も認
められる。

B II b β

片状～角礫状コア。岩片の粘土化は
認められないが、淡緑色を呈してい
る。

淡

緑～

白 C IV c γ

棒状コア、非常に硬質。コアの連続
性も良い。

白 A I a α

粗

粒

花

崗

閃

緑

岩

淡緑
～白

B III c γ

高角度の割れ目が多く、やや軟質。
緑色に変色している。

淡緑
～灰
黒

C III c γ

棒状コア、硬質。微細割れ目も少な
く、変質の影響はあまりない。優白
質で不定形の包有物や脈を含む。

灰

黒
B II b β

コア表面はざらざらしており、やや
脆い。

暗緑
～灰
黒

C III c γ

優黒質で緻密。花崗岩脈を多く含む。

石

英

閃

緑

岩

灰

黒
B II b β

20cm程度の花崗閃緑岩の脈が入る
棒状コア。微細割れ目が入るものの
新鮮。50～70°の傾斜の面構造が認
められる。

中

粒

花

崗

岩

白 B II b β

中粒の閃緑岩。周辺の石英閃緑岩と
比較して粗粒。コアの連続性も良く、
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 14.63

 13.68

 10.38

  7.68
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  2.03

 -6.77
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 -9.62
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185.30
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189.60

QD

Gn

QD

GD

QD

GD

Gn

GD

中粒の閃緑岩。周辺の石英閃緑岩と
比較して粗粒。コアの連続性も良く、
非常に硬質。

灰

黒
A I a

棒状コア、一部縦方向の亀裂により、
片状。

石

英

閃

緑

岩 灰黒
～暗
緑

B III b

β

片状コア。縦方向の亀裂多く、やや
脆い。

中粒花
崗岩

白 C IV c γ

棒状コア。コア表面ではわずかに緑
泥石化している個所があるが、硬質。
局所的に中粒花崗岩を含んでいる。

灰

黒
II

棒状～片状コア。縦方向の亀裂が多
い。コアの一部が剥離している。

154.55mでは、20cm程度のペグマタイ
ト脈が入る。

石

英

閃

緑

岩

灰

黒～

暗

緑

B

IV

b β

棒状コア。縦方向の亀裂が多く、一
部片状になる。

158.10mでは、2cm程度のペグマタイ
ト脈が入る

III

コア長が20～40cm程度の棒状コア。
硬質で表面のマサ化は認められない。

白～

淡

青

B b β

割れ目を中心に粘土化し、一部で角
礫状になる。コア表面は、肌～緑色
に変色している。

肌

白～

淡

緑

C c γ

棒状コア、比較的硬質。高角度の割
れ目が多い。表面に風化している個
所があるが、影響は30cm程度。
162.20mでは、20cm程度、微細割れ目
が多く薄緑色を呈しており、表面は
ザラザラしている。

168.30mでは、10cm程度、割れ目を中
心に酸化し、変色。

170.60mでは、20cm程度、微細割れ目
が多く、変色している。

白～

淡

青

b β

粗

粒

花

崗

閃

緑

岩

肌～

白

B

II

c γ

棒状コア、硬質部分とやや軟質部分
が交互に生じる。

高角度にペグマタイト脈が入る。

B II β

角礫状コア。コアの外周は認められ
ず、1～7cm程度の岩片で形成。岩片
はザラザラしており、脆い。

石

英

閃

緑

岩

灰

黒

C V

c

γ

片状～角礫状コア。一部はコアの外
周をなしていない。岩片は弱いマサ
化が認められる。

肌白
～淡
緑

C IV γ

棒状コア。割れ目沿いでは粘土化し
ている個所が多い。

II

c

棒状～片状コア。高角度の割れ目が
入る。コアは比較的硬質。

III

棒状コア。コア表面は新鮮で有色鉱
物の緑泥石化もない。

187.50mでは、高角度の割れ目が入り、
40cm程度、片状になる。

粗

粒

花

崗

閃

緑

岩

白 B

II

b

β

棒状コア、硬質。花崗閃緑岩中に脈
状として産する。

中粒花
崗岩

淡灰
～白

B II b β

棒状コア、硬質。割れ目沿いでは、
一部白色化している。面構造は弱く、
ほぼ水平。
161.70mでは、一部角礫状になり、表
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194.50

197.40

198.75

200.10

203.85

205.40

206.65

208.40

210.30

GD

QD

GD

QD

GD

棒状コア、硬質。割れ目沿いでは、
一部白色化している。面構造は弱く、
ほぼ水平。
161.70mでは、一部角礫状になり、表
面は弱いマサ化。

193.25mでは、幅4cmのペグマタイト
脈。傾斜は70°程度。

白 B β

棒状コア、非常に硬質。割れ目では、
わずかに白色化している。

粗

粒

花

崗

閃

緑

岩

白～

淡

青

A

II b

α

棒状コア、非常に硬質。石英脈を数
本含む。

花崗閃緑岩を包有している。

石
英
閃
緑
岩

灰

黒
A II b α

棒状コア。コアの連続性も良く新鮮。
比較的硬質。

白～

淡
青

A α

棒状コア。上部より、変質の影響に
より、変色している。局所的にコア
は破砕されている。
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緑～

灰

白

B

II b

β

棒状コア、非常に硬質。
灰

黒
A II b β

表面はザラザラしており、局所的に
指で潰せるほど脆い。

灰黒
～薄
緑

C III c γ

棒状コア。コアの連続性は良いが、
微細割れ目沿いでは、酸化している。
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岩
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黒
B II b β

棒状コア。コア表面は弱い酸化の影
響がある。割れ目の沿いの変質は少
ない。
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